
指揮者 - 荻久保 和明
東邦音楽大学・東邦音楽短期大学および東邦音楽大学大学院特任教授。1953年埼玉県生まれ。東京
藝術大学、同大学院作曲科修了。第45回毎日・NHK音楽コンクール作曲部門第一位。作曲を牧野統、
島岡譲、矢代秋雄、野田暉行、間宮芳生の各氏に師事。文化庁芸術祭参加作品としてNHKの委嘱により
発表された混声合唱曲「季節へのまなざし」によって合唱界での知名度が高まり、縄文シリーズをはじめとする
数多くの作品を作曲。合唱指揮の分野でも第43回東京六大学合唱連盟定期演奏会の六校合同演奏会
で自作の男声合唱組曲「縄文”愛”」を指揮する等、的確な指揮で各方面から高い評価を得ており、数多く
の合唱団の客演指揮者を務めている。近年では合唱曲の管弦楽版編曲、初演も積極的に行っている。又、
教育活動でも多くの功績を残し、優秀な門人を多数輩出している。日本の合唱界を代表する作曲家であり指
揮者。

ピアノ – 小田 裕之

小学校時代よりピアノと合唱に親しむ。ピアノの研鑽を続け1998年、桐朋学園大学ピアノ科を首席で卒業し、
NTT docomoより奨学金を授与される。その後、同大学研究科、プラハ芸術アカデミー研究科にて研鑽を積
んだ。帰国後は旧プロ合唱団日本合唱協会のピアニストを経て現在に至り、多くの合唱団との共演を続けて
いる。これまでに大阪センチュリー響、フィラルモニカ・ブラショフ他と共演。文化庁助成演連コンサート（リサイ
タル）、日本ショパン協会パウゼシリーズ（リサイタル）、日本ブラームス協会例会、日本クロアチア音楽協会
（リサイタル）他に出演。2024年度より桐朋学園大学にてKBS（キーボード・ソルフェージュ）も担当している。現
在、桐朋学園大学非常勤講師、全日本ピアノ指導者協会(ピティナ)正会員・コンペティション課題曲選定委
員、日本ショパン協会正会員、チェコ国際コンクールピアノ部門審査員、国際マルティヌー協会会員、松原
混声合唱団ピアニスト。これまでに岡本美智子、ボリス・クライニー他諸氏に師事。

エレクトーン - 市川 侑乃
5歳からヤマハ主催の各コンサートに出演。1999年には津軽三味線とエレクトーンのための自作曲「舞」をフィリピン

のコラソン・アキノ元大統領の前で演奏、アキノ氏がその場で弾いたモチーフを用いて即興演奏をし好評を得た。
コンクールでの受賞歴も数多く、海外からもエントリーされる国際コンクールであるヤマハエレクトーンコンクール
2009B部門（クラシック様式で表現される楽曲）にて第1位を受賞。2010年エレクトーンソロアルバム「For Colors」
をリリース。2012年韓国議政府（ウィジョンブ）国際音楽祭、2016年平昌音楽祭、2018年中国珠海現代音楽マ
スタークラス、2019年北京国際オルガンフェスティバル(北京中央音楽学院)、APEKA (Asian Pacific Electronic
Keyboard Association)などに招致される。エレクトーンの今後のあり方について幅広く模索し、2014年から作曲家

に作品の委嘱、過去のエレクトーン作品を再演するなどを軸としたリサイタルを開催し、多ジャンルの音楽経験を生
かして精力的に活動している。東邦音楽大学作曲学科首席卒業。東邦音楽学校非常勤講師、実技演奏研究
員。http://www.yukinoichikawa.com
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作曲 荻久保和明

作詞 伊藤海彦

朝日新聞東京本社 新館2階
中央区築地5-3-2

都営大江戸線「築地市場駅」 A2出口すぐ

お問い合わせ先 kreischor-manager@googlegroups.com

Program

全席自由 2500円

Ticket

浜離宮朝日ホール

Access

https://teket.jp/9124/46936

混声合唱団 コールクライス
小編成ながら質の高い室内合唱団を目指して、1987年6月に作曲家・指揮者の荻久保和明先生を囲んで10名仲間が集まり東京都武蔵野
市にて結成された。現在まで変わらず荻久保和明先生を常任指揮者に迎え、荻久保和明作品をはじめ国内外の混声合唱曲を歌い続けている。
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